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緒   言 

デング熱は、熱帯および亜熱帯地域を流行地とする蚊媒介性のウイルス性疾患であり、

感染者は無症候性感染から致死的な状態まで幅広い病態を示す。 

重症のデング出血熱（DHF）では、血漿漏出、血小板減少症、凝固異常出血を引き起

こし、さらに重症のデングショック症候群（DSS）では発熱 4－6 日目の解熱直後に

急激な血漿漏出によるショックを起こし死亡することがある。 

我々は感染初期 DSS 患者血漿中に、マスト細胞から分泌される主要な顆粒内タンパ

ク質であるキマーゼおよびトリプターゼが有意に高値を示すことを報告した。これは

マスト細胞からの脱顆粒反応がショック症状と関係していることを示唆していた。ト

リプターゼ遺伝子 TPSAB1 と TPSB2 は、第 16 番染色体（16p.13.3）に位置し、喘息や

アトピーを含むアレルギー性疾患の重症化と関連した様々なアレルを持つ、多型性に

富んだ遺伝子として知られている。 
申請者らは、TPSAB1 の多型解析を行い、デングウイルス感染の重症化との相関につ

いて検討した。 

 



対象と方法 

我々は、ベトナム及びフィリピンの患者サンプルを用いて、デング熱出血熱（DHF）

およびデングショック症候群（DSS）と、TPSAB1 遺伝子アレル（α-および β-トリプ

ターゼ 1 酵素をコードする）の相関について解析した。  

 

結   果 

α-Tryptase アレルのホモ接合型は、ベトナムおよびフィリピンの DSS 患者 (それぞ

れ、OR= 3.52, p < 0.0001; OR= 3.37, p < 0.0001)、でコントロールと比べ有意な頻度の

上昇を認めた。ホーチミン市のDHF患者(OR= 2.54, p=0.0084) との相関が認められた。

また、DHF と DSS をまとめた場合でも、ベトナム（OR = 1.5、p = 0.034）とフィリピ

ン（OR = 2.36、p = 0.0004）で、有意な相関が認められた。 

 

考   察 

重症デング熱と TPSAB1 遺伝子の α-トリプターゼアレルのホモ接合型との相関を見

出したが、この知見は、デングウイルス感染の急性期におけるマスト細胞活性化機構

が DSS 発症に重要な役割を果たしていることを示唆している。 

 


